
Ⅲ 指導・育成  分科会Ｅ「研究・研修」    

 

 

 

 

    

Ⅰ 現状と課題 

 とどまることなく変化する社会の中で，子どもたちが希

望をもって，自立的に自分の未来を切り拓いて生きていく

ためには，変化を恐れず，変化に対応していく力と態度を

育てることが不可欠である。今，子どもたちには，将来，

社会的・職業的に自立し，社会の中で自分の役割を果たし

ながら，自分らしい生き方を実現するための力が求められ

ている。子どもたちが「生きる力」を身に付け，社会の激

しい変化に流されることなく，それぞれが直面するであろ

う様々な課題に柔軟かつたくましく対応し社会人として

「自立」していくことが強く求められている。 

Ⅱ 研究の概要 

１ 地域の実態 

⑴ 明和町の実態   

   群馬県の東南端に位置する明和町は，比較的温暖で

南に利根川が流れる水と緑が豊富な地域である。町の

中央を走る東武伊勢崎線や国道 122 号,東北自動車道

等が配列されるなど交通条件にも恵まれた地域で，本

校はその西部にある。町内には，こども園１園，小学

校２校，中学校１校，高校１校があり，小小連携，小

中連携を中心に，異校種間の連携が図られている。 

⑵ 明和町の教育の現状 

   明和町教育委員会では，「社会を切り拓く力を育む学

校(園)教育」を重点目標に据え，学力向上を使命とし，

「夢や志を抱き，未来に生きる力」を実現する「安全

安心な学校(園)づくり」を目指している。 

   教育委員会主催のこども園も含めた夏季休業中の教

職員全体研修会により，学校(園)種間の連携・協力，

キャリア教育班の活動等，町内３校・１園が連絡調整

しキャリア教育に対する理解を深め，明和町の子供た

ちの健全育成に向け，研修に取り組んでいる。 

２ 研究の内容 

⑴ 小中連携による系統的な推進体制の構築 

  教育委員会の指導の下，教育活動を効果的に展開する

ために，推進体制の整備や教育環境づくりを推進した。

教育研究所のキャリア教育班を核とした小中学校連絡会

議により，推進事業の校内推進について協議した。 

⑵ 全体計画・年間指導計画の改善・見直し 

  義務教育９年間を見通し，４つの「基礎的・汎用的能

力」の視点から，児童生徒の実態を把握し，児童生徒の

実態に応じて身に付けさせたい力等を明確にし，各学校

の教育活動の中にあるキャリア教育の断片(宝)をつなぐ。 

⑶ 授業改善(課題解決型の授業)の推進 

  各教科の課題対応能力を具体化し，情報活用能力を育 

てる等，社会的・職業的自立を促すキャリア教育の視点

に立った授業を展開する。 
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⑷ 小中９年間をつなぐ 

   キャリア教育では，小中９年間にわたる継続的な取

組が期待され，異校種間で相互の取組の理解を深める

場の設定，子どもの学習活動の記録等を引き継ぐ異校

種間の連携システムをつくることが必要である。 

⑸ 学校の取組の具体的な方向性 

  ○「社会を生き抜く力」育成に向けた授業改善 

○体系的・系統的な校内推進体制の構築 

  ○体系的・系統的なキャリア教育実践の促進 

  ○職場体験活動等の職業に関する体験活動の充実 

  ○学校と地域・社会が連携・協働した取組の促進 

  ○児童生徒の学習活動の記録の活用 

  ○教育委員会、町内３校・１園の連携・協働 

３ これからの学校とキャリア教育 

⑴ 各教員の学校全体の児童生徒を見ていく姿勢 

⑵ 教科横断的な視点のカリュキュラム・マネジメント 

⑶ 特別活動を要としたキャリア教育の推進 

⑷ 「基礎的・汎用的能力」育成の重要性 

⑸ 社会に開かれた教育課程 

⑹ キャリア発達に必要な資質・能力の育成 

⑺ 主体的な学びに向かう力の育成 

⑻ 教師のキャリア・カウンセリングの充実 

⑼ 「主体的・対話的で深い学び」学習過程(授業改善) 

⑽ 教育活動の改善のためのＰＤＣＡサイクルの確立 

Ⅲ 成果と課題  

１ 成果 

 学校全体として推進していこうとする教員の意識の高ま

りが見られ，社会的・職業的自立に向けて必要な資質・

能力や各教科の課題対応能力を具体化する等，キャリア

教育の視点に立った授業を展開することができた。 

２ 課題 

 社会的・職業的自立に向けて必要な資質・能力を身に付

けていけるよう，特別活動の学級活動を要としながら，教

育課程全体を通じての実施を図っていく。 

 キャリア教育では，小中の一貫した取組が期待されてい

る。小中の９年間をつなぐ「キャリア・パスポート」の作

成に向け，学校間の連携を強化していく。 

小学校での学習履歴を中学校につなぎ,今後の自分づく

りのカリキュラムとして，育成したい資質能力の内容系列

を捉え指導することが必要である。 

Ⅳ 提言 

 校長のリーダーシップの下、教育課程全体を通じて必要

な資質・能力の育成を図っていく取組が重要である。 

 教育委員会との連携を強化し，３校・１園を連絡調整し

ながら、異校種間の円滑な連携・接続を図った研究・研修

を企画・推進していくことが重要である。 

体系的・系統的なキャリア教育の充実 

～学校種間の円滑な接続に向けた研修推進体制の構築～ 
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